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記 者 発 表

件 名 平成１６年度直轄国道事業意見交換会の開催結果について

直轄国道を管理する国土交通省と、地域住民の生活を直接預かる各府
県・政令指定市の実務担当者による「直轄国道事業意見交換会」を、

（ ） （ ） 、平成１６年１１月１９日 金 ～１２月１０日 金 に行いましたので
概要を紹介します。

概 要 なお、この意見交換会は近畿地方整備局道路部では初めての試みであ
り、今後も継続する予定です。

１．会議名称：平成１６年度 直轄国道事業意見交換会
２．開 催 日：H16.11.19（金）京都市

H16.11.24（水）大阪府
H16.11.25（木）兵庫県
H16.11.26（金）京都府、和歌山県
H16.11.29（月）滋賀県、大阪市
H16.11.30（火）奈良県、神戸市
H16.12.10（金）福井県

３．出席者 ：整備局：道路計画第一課長、道路管理課長、
交通対策課長 等

府県市：道路部局の課長、室長 等
４．会議次第：○道路行政のマネジメントについて

○今後の直轄国道事業の展開について
５．会議結果：別紙のとおり

取 り 扱 い

近畿地方整備局 ８階 近畿建設記者クラブ
発 表 場 所

（近畿建設記者クラブ 大手前記者クラブ）

近畿地方整備局 ＴＥＬ ０６－６９４２－１１４１（代）
問い合わせ先

道路部 道路計画第一課長 池口正晃 （内線 ４２１１）



平成１６年度 直轄国道事業意見交換会の開催について（会議要旨）

直轄国道を管理する国土交通省と、地域住民の生活を直接預かる各府県・

政令指定市の実務担当者が、直轄国道の新築・改築、維持管理等の進め方に

ついて、来年度の予算編成作業が開始されるこの時期に意見交換会を実施。

交換会では、地域が抱える道路交通の課題と今後の取り組み、昨年度から

始まった道路行政マネジメントの課題を中心に直轄国道について情報や意見

を交換。

（１）道路行政のマネジメントについて

府県市の方々と連携した道路行政マネジメントに取り組みの一環とし

て、今回は直轄国道について、昨年度に実施した整備により地域の課題が

どの程度解消したのかを「達成度」として結果を説明

【主な意見】

府県市：近畿特有、府県特有の課題は異なるし、東京中心の表現では地域

の住民に理解してもらえない。これからは地域に合った表現を工

夫する必要がある。

整備局：住民の方も共有できる課題を把握することは重要であり、課題を

共有することで整備による効果が住民の方にもわかりやすくなる

と思う。

府県市・整備局（確認事項）

現在、府県市と国とが協力して、府県単位の達成度と計画書を作

、 。成しているところであるが 未だに作成できていない状況である

今年度は初めての取り組みで、データの収集・解析、とりまとめ

などに時間がかかっているのはしかたないが、本来は予算の要求

作業と連携すべきで、来年度からは夏までに作成できるよう努力

することで確認。

※近畿で作成済みは、滋賀県、和歌山県の２県（12/16現在）



（２）今後の直轄国道事業の展開について

各地で進められている直轄国道事業の現在の状況及び今後の進め方につ

いて、国の考え、府県市の考えを意見交換。

【主な意見】

府県市：この時期に意見交換の機会を持つことはとても意義がある。直轄

国道事業の今後の方針を聞くことで、県の政策にも反映できる。

今後も引き続き、意見交換をお願いしたい。

整備局：今後も直轄国道事業の進め方等について、できる限り意見交換の

場を設けて、府県市の皆さんと連携を図りたい。

府県市：高規格幹線道路をはじめとする直轄国道は、地域の道路網の骨格

であり、経済の活性化、日常生活の向上など期待は大きい。地域

環境との調和、住民との対話等を大切にして整備の促進に努めて

もらいたい。

整備局：近畿地方には、京奈和自動車道、第二京阪道路、京都縦貫自動車

道など、整備が急がれる路線が多い中で、効果的な整備が図れる

よう努めたい。また、道路行政マネジメントは、その一環と思っ

ており、わかりやすい直轄国道事業を進めていく。



成果重視の道路行政マネジメントについて

１．平成１５年度より道路行政マネジメントを導入。（全国版「平成１５年度道路行政業績計画書」）
２．整備局においては、過年度の整備効果（達成度）について測定、分析を実施。
３．地域における取り組みとして、府県域毎の業績計画書・達成度報告書を作成中。
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1

近畿の道路整備における効果事例
～アウトカム指標で見た整備効果～

○渋滞（渋滞損失時間）
○交通安全（死傷事故率）
○規格の高い道路を使う割合

インターチェンジ３０分圏市町村カバー率
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○○ 地域別のＨ１４年度とＨ１５年度の渋滞損失時間の増減地域別のＨ１４年度とＨ１５年度の渋滞損失時間の増減

丹波綾部道路（舞鶴大江JCT～
宮津IC）供用（H15.3)

舞鶴自動車道（舞鶴東IC～小浜西
IC）供用（H15.3)

第二京阪道路（巨椋池IC～枚方東IC）供用
（H15.3)、京都第二外環（久御山淀IC～大山
崎JCT）供用（H15.8)

第二阪和国道（部分）供用（H15.4)

近畿自動車道紀勢線（御坊IC～みな
べIC）（H15.12)

図 市区町村別の渋滞損失軽減状況（H14年→H15年）

※平成14年度と平成15年度の市区町村別渋滞損失時間の増減を表示

○平成１５年度、近畿の渋滞損失時間は５．８億人時間／年で、前年に比べ約５％減少

○新たな供用路線のある地域では、渋滞損失が著しく軽減されている。

南阪奈道路供用（H16.3)・大和高田バイ
パス（部分供用）（H15.11）和歌山北バイパス供

用（H15.4)

渋滞損失時間に対する成果達成状況

平成１４年度
約６．１億人時間／年

平成１５年度
約５．８億人時間／年

約５％削減

資料：国土交通省調べ



3京都府

渋滞損失時間
[単位:千人時間/km･年]
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国道９号における渋滞とその対応状況

国道９号

国
道
１
号

京都西立体交差

五条大宮拡幅

下り交通の車線数が
４車線から２車線へ
変化することによる
走行速度の低下

時間帯別速度　（区間番号：1013）
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７時～18時の平均旅行速度が20km/h以下
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桂
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資料：国土交通省調べ
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渋滞緩和及び生活道路の環境を改善

第二京阪道路の開通により
国道１号の渋滞が緩和、旅行速度も向上

朝の通勤時間帯の
国道１号から生活道路への迂回交通が激減

第二京阪道路開通による整備効果事例①（平成15年３月開通）

第二京阪道路開通前後の国道１号の走行速度

（交差点名）

資料：国土交通省調べ
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巨椋池ＩＣ～枚方東ＩＣ間の部分開通による救急医療体制の確立

枚方市東部地域で２４時

間体制の循環器内科を開

設している病院はありませ

んでした。

第二京阪道路が部分開通

したことにより、約３０分で

枚方・京都間を緊急搬送が

可能となり、枚方市東部に

ある京阪奈病院と京都市に

ある武田病院が、救急医療

連携体制を確立させ、京阪

奈病院に２４時間体制の循

環器内科が開設されました。 平成15年10月～平成16年6月の

８ヶ月間で京阪奈病院へ救急搬

送された７１件（循環器系疾患）

うち京阪奈病院で処置できた

ケースは６２件、９件は武田病院

へ搬送。月に２～３件の搬送が
あり、増加傾向にある。

第二京阪道路開通による整備効果事例②（平成15年３月開通）

資料：国土交通省調べ

一般に循環器内科で検査や治療を行い、心臓血管外科で外科手術を行う。

連携して緊急手術を行う場合、短時間で病院間を搬送出来ることが条件となる。
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平成１４年度 １３９．５件／億台キロ

平成１５年度 １４１．６件／億台キロ

（対前年１．５％増）

図 市区町村別の死傷事故率（平成13年）

（単位：件/億台キロ･年）
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○平成１５年度、近畿の死傷事故率は、１４１．６件／億台キロで

前年に比べ１．５％増加となった。

府県別に見ると、京都府、奈良県、和歌山県、
福井県で減少。

死傷事故率（全道路・府県別）　　[平成14年度・15年度実績]
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平成１５年度、新たに自動車専用道路が供用した区間を含む生活圏で、規格の高い道
路を使う割合が増加。

宮津

東北部

和歌山

北但

西播
播磨中央

東播

阪神臨海神戸市

泉南

泉北

大阪市

福知山舞鶴

京都南部

敦賀

小浜

福井坂井

南越

新宮

田辺

御坊

有田

湖西

中河内

北河内

湖南

京都中部

三島

豊能

南丹

相楽

中部京都市

南河内

阪神内陸

奥越

宍粟

南但

丹波

大和高原北部

大和高原南部

大和平野

吉野西部

吉野東部橋本

福知山舞鶴 約１ ％増

丹波綾部道路（舞鶴大江
JCT～宮津IC）の整備よる
上昇。

京都南部 約３ ％増

第二京阪道路、名神高速
道路（久御山淀IC～大山
崎JCT）の整備等による上
昇。

小浜 約３ ％増

舞鶴自動車道（舞鶴東IC
～小浜西IC）の整備による
上昇。

泉南 約１ ％増

第二阪和国道の整備によ
る上昇。

御坊 約 ７％増

近畿自動車道紀勢線（御
坊IC～印南IC）の整備によ
る上昇。

図 生活圏別の自専道分担率の変化

（平成14年→平成15年）

田辺 約 ２％増

近畿自動車道紀勢線（印
南IC～みなべIC）の整備
による上昇。

規格の高い道路を使う割合の成果達成状況

平成１４年度 １９．５％

平成１５年度 １９．６％

近畿全体での規格の高い道路
を使う割合は、前年に比べ０．１
％とわずかだが、地域別には顕
著な増加が見られる。

自専道分担率（平成14年度-平成15年度）
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資料：国土交通省調べ
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最寄りICまでの所要時間
（H1４年度→H１５年度）平成１４年度に比べ平成

１５年度は、新たに７市町村
が最寄りのインターチェンジ
まで３０分で到達できるよう
になった。

インターチェンジ３０分圏市町村カバー率の向上

資料：国土交通省が開発したＮＡＶＩＮＥＴ
（総合交通体系分析システム）を
用いた試算
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【平成１６年度開通予定】

国道２号相生拡幅 L=0.6km

国道２６号第二阪和国道 L=1.7km

国道９号一本柳交差点改良 L=0.4km

春日和田山道路Ⅰ L=6.9km

【事業を推進している主な箇所】
中部縦貫自動車道 永平寺大野道路

京都縦貫自動車道 丹波綾部道路
北近畿豊岡自動車道 春日和田山道路
国道４２号 那智勝浦道路
国道１号 第二京阪道路
国道２６号 第二阪和国道
国道１号 水口道路
国道１号 栗東水口道路Ⅰ，Ⅱ
国道８号 敦賀バイパス
国道９号 京都西立体交差
国道２７号 美浜東バイパス

近畿における主な開通予定箇所

【平成１７年度開通予定】

京奈和自動車道

大和御所道路（部分）

五條道路（暫定）

橋本道路（暫定）

国道163号清滝生駒道路（部分４車）

国道１７５号平野拡幅（現道拡幅）


